


北海道大学病院の陽子線治療の特徴

キャンサーボードやその他のカン
ファレンスを通じて陽子線治療の
適応を検討し、治療に関連するすべ
ての職種が連携して陽子線治療を
実施しております。
多職種でプレパレーションを行い、
治療準備や毎日の照射がスムーズ
に実施できるようサポートしてお
ります。
必要に応じて麻酔科管理による全
身麻酔下での陽子線治療も実施し
ております。

北海道大学病院は平成 25年 2月に北海道ブロックの小児がん拠点病院に指定され、平成 26年 3 月の陽子線
治療センター開設以来、小児がんの陽子線治療に重点的に取り組んで参りました。

北海道大学病院の小児がん陽子線治療実施体制

キャンサーボードとは

手術療法、放射線療法及び化学療法に携わる専門的な
知識及び技能を有する医師その他の専門を異にする医
療従事者等によるがん患者の症状、状態及び治療方針
等を意見交換・共有・検討・確認等するためのカンファ
レンスをいいます。

小児の全脳全脊髄照射

陽子線の「止まる」性質により、放射線感受性が高い小児の正常組織を保護

X線 陽子線スキャニング
小児の正常組織を保護

プロジェクターを用いた動画鑑賞

強度変調陽子線治療 （IMPT）

情報共有と適切な介入

患者さんが安心して円滑に
治療が受けられるように
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スポットスキャニング照射で強度変調陽子線治療 (IMPT）にも対応
30cm×40cmの大照射野で全脳全脊髄照射が容易

晩期の成長障害や二次発がんリスクが軽減可能
照射中にプロジェクターを用いた動画鑑賞が可能
安静保持が困難な場合は全身麻酔下での陽子線治療にも対応（実績あり）


